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アンケート調査結果（確定版）
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1. アンケート回答者 属性調査｜性別／年齢

男女別の回答割合 年代別の回答割合

アンケート対象者数

• 江刺岩谷堂地区に住所を有する16歳以上の奥州市民500人を年代別にランダムに抽出し、江刺市街地の
将来のまちづくりに関するアンケートを実施した。

• アンケートは紙およびウェブ(郵送した紙のアンケートにQRコードを掲載)の方法にて行い、約2週間の回答期間を
設け、合計190件の回答が得られた。

アンケート回答者数

年齢 性別 16～29歳 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計

男性 85人 45人 35人 25人 15人 15人 30人 250人

女性 85人 45人 35人 25人 15人 15人 30人 250人

合計 170人 90人 70人 50人 30人 30人 60人 500人

抽出者数

年齢 性別 16～29歳 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計

男性 21 12 11 11 10 10 13 88

女性 28 21 11 13 7 12 10 102

合計 49 33 22 24 17 22 23 190

回答者数

54%
46% 女性

男性

26%

17%

11%
13%

9%

12%

12%
16～29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上
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1. アンケート回答者 属性調査｜職業／同居家族

職業

同居家族
16～29歳 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計

7 4 3 0 1 4 4 23

0 1 3 4 8 9 7 32

3 0 0 1 0 0 0 4

1 1 2 2 0 1 3 10

17 7 3 3 1 0 0 31

0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 2 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0

5 19 11 14 7 6 9 71

13 1 0 0 0 0 0 14

49 33 22 24 17 22 23 190

④こども

③パートナー・恋人＋親(ご自身・パートナーの親)

②配偶者

①同居家族なし（一人暮らし）

同居家族

⑥孫

⑤親（ご自身の親、配偶者・パートナーの親を含む）

合計

⑩親＋その他の親族・家族

⑨(配偶者、こども、親、その他の親族、孫)のうち２つ以上の組合せ

⑧友人

⑦その他の親族・家族

16～29歳 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計

1 0 0 0 3 1 0 5

1 1 4 3 1 3 4 17

24 24 12 17 3 0 0 80

4 4 3 2 2 2 0 17

1 1 0 1 4 5 0 12

15 0 0 0 0 0 0 15

0 1 1 0 1 0 0 3

3 2 2 1 3 11 19 41

49 33 22 24 17 22 23 190

職業

合計

⑧ 無職

⑦ その他

⑥ 学生　

⑤ 家事専業

④ アルバイト、パートタイム　

③ 会社員、公務員等（フルタイム）

② 自営業（家族従事者も含む）

① 農林業（家族従事者も含む）
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• 生活の利便さ(買い物などがしやすい)における満足度について、「満足」あるいは「やや満足」と回答した人は56％
であるのに対し、「やや不満」あるいは「不満」と回答した人は26％で、5割以上の人が生活の利便さに満足している
結果となった。

• 年齢別でもほとんどの世代で、「満足」あるいは「やや満足」の回答が半数を超えており、一定の利便性を感じているも
のとみられる。一方で、「やや満足」の次に多いのは「どちらともいえいない」という意見であり、満足度は限定的なものと
みられる。

2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査①_生活の利便さ

全体の調査結果（回答数：187件） (単位：人) 年代別の満足度調査結果 (単位：%)

満足度調査①：生活の利便さ（買い物などがしやすい）

25

80

34 33

15

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

20.4%

9.1%

9.1%

8.3%

12.5%

9.1%

19.0%

40.8%

45.5%

50.0%

37.5%

43.8%

36.4%

47.6%

22.4%

18.2%

9.1%

16.7%

18.8%

27.3%

9.5%

14.3%

12.1%

27.3%

25.0%

18.8%

22.7%

9.5%

2.0%

15.2%

4.5%

12.5%

6.3%

4.5%

14.3%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満



Copyright (C) 2024 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.4

• 生活の楽しさ(文化、教養、娯楽などが充実している)における満足度について、「満足」あるいは「やや満足」と回答
した人は15％であるのに対し、 「不満」あるいは「やや不満」と回答した人は53％で、全体的に不満を感じている人
が多い結果となった。

• 年齢別では、特に40代、50代の世代で「不満」あるいは「やや不満」と回答した人が6割に上った。

2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査②_生活の楽しさ

全体の調査結果（回答数：184件） (単位：人) 年代別の満足度調査結果 (単位：%)

満足度調査②：生活の楽しさ（文化、教養、娯楽などが充実している）

5

23

59
62

35

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

8.2%

4.8%

20.4%

12.1%

4.5%

4.2%

12.5%

14.3%

10.5%

18.4%

33.3%

31.8%

29.2%

43.8%

47.6%

42.1%

34.7%

33.3%

40.9%

37.5%

37.5%

28.6%

21.1%

18.4%

21.2%

22.7%

29.2%

6.3%

4.8%

26.3%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満
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• 働きやすさにおける満足度について、「満足」あるいは「やや満足」と回答した人は22％、「やや不満」あるいは「不満」
と回答した人は22％となり、拮抗した割合となった。

• 年齢別で見てみると、「やや不満」あるいは「不満」と回答している人は、主に30代～50代のミドル世代で多くみられ
約3割に上った。また、現役世代において「どちらともいえない」と回答している人も多く、江刺で働くことにメリット・デメ
リットの両方が内在していることが示唆される。

2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査③_働きやすさ

全体の調査結果（回答数：174件） (単位：人) 年代別の満足度調査結果 (単位：%)

満足度調査③：働きやすさ

9

30

97

23
15

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

12.5%

13.6%

12.5%

12.1%

13.6%

33.3%

40.0%

5.9%

13.3%

60.4%

54.5%

45.5%

33.3%

53.3%

82.4%

66.7%

6.3%

27.3%

13.6%

25.0%

11.8%

8.3%

6.1%

13.6%

8.3%

6.7%

20.0%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満
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2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査③_働きやすさ×必要な場

Q江刺での働きやすさにどの程度満足しているか Q働きやすさを実現するにはどのような場が必要か

• 江刺での働きやすさにおける満足度について、 不満／やや不満と回答した人が合計38名で、満足／やや満足／ど
ちらともいえないと回答した人が合計136名だった。

• 一方で、働きやすさを実現するためにどのような場が必要かについて、複数選択可として質問をしたところ、一番多かっ
た回答では126名の方が、働きやすさの実現のために何らかの場が必要と回答している。

• すなわち、満足／やや満足／どちらともいえないと回答した136名の方においても、現状の江刺での働きやすさは十
分ではなく、選択肢に挙げられたような「場」が必要であると認識している。

「不満」と回答してい
ない人も、働きやすさ
を改善するための場は
必要であると捉えてい
る。

126

83

68

10

市民が安定して働ける場所を創出・増加させる場所（企業誘致を実現する

工業団地等）

市民がより柔軟な働き方ができる場所（テレワークができる環境がある

等）

新たな産業を生み出す場所

その他（ ）

×

〇

9

30

97

23

15

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

38名

136名
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• 子育てのしやすさにおける満足度について、「満足」あるいは「やや満足」と回答した人は27％であるのに対し、「不
満」 あるいは「やや不満」と回答した人は20％で、全体的に満足している割合がやや多い結果となった。

• 年代別で見てみると、子育て世代の中心となる30代・40代においては「やや不満」あるいは「不満」と回答した人は3
割程度で、 「満足」あるいは「やや満足」と回答している人は2割程度となっており、全体平均とは反対に不満と感じ
ている人の割合が多い。

2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査④_子育てのしやすさ

全体の調査結果（回答数：169件） (単位：人) 年代別の満足度調査結果 (単位：%)

満足度調査④：子育てのしやすさ

5

41

90

22

11

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

8.5%

4.2%

19.1%

27.3%

22.7%

33.3%

26.7%

13.3%

30.8%

63.8%

42.4%

45.5%

37.5%

60.0%

80.0%

46.2%

8.5%

21.2%

31.8%

4.2%

13.3%

7.7%

9.1%

20.8%

6.7%

15.4%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満
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2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査④_子育てのしやすさ×必要な場

Q江刺での子育てのしやすさにどの程度満足しているか Q子育てのしやすさを実現するにはどのような場が必要か

• 江刺での子育てのしやすさにおける満足度について、 不満／やや不満と回答した人が合計33名で、満足／やや満
足／どちらともいえないと回答した人が合計136名だった。

• 一方で、子育てのしやすさを実現するためにどのような場が必要かについて、複数選択可として質問をしたところ、一
番多かった回答では143名の方が、子育てのしやすさの実現のために何らかの場が必要と回答している。

• すなわち、満足／やや満足／どちらともいえないと回答した136名の方においても、現状の江刺での子育てのしやす
さは十分ではなく、選択肢に挙げられたような「場」が必要であると認識している。

「不満」と回答してい
ない人も、子育てのし
やすさを改善するため
の場は必要であると
捉えている。

5

41

90

22

11

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

33名

136名

143

122
108

100

78

18

親がこどもを連れて気軽に遊びに行ける場所

こどもだけで安心して遊んだり、勉強したりできる場所

こどもを預けることができる場所

子育てに必要な用品等を買いに行ける場所

授乳室やおむつ替えスペースなど、乳幼児に配慮した設備のある場所

その他（ ）

×

〇
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• 調査項目①～④の総合的な満足度について、「満足」あるいは「やや満足」と回答した人は45％であるのに対し、
「やや不満」あるいは「不満」と回答した人は26 ％で、全体的に満足している人が多い結果となった。

• 年代別で見てみると、「16-29歳」の若い世代において最も満足度が高く、「満足」あるいは「やや満足」と回答した人
は57.1％の結果となった。

2. 江刺の暮らしやすさ｜満足度調査①～④の総合評価

全体の調査結果（回答数：190件） (単位：人) 年代別の満足度調査結果 (単位：%)

①～④全体を総合して、あなたは現在の江刺での暮らしにどの程度満足していますか

8

78

55

36

13

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

6.1%

3.0%

4.2%

13.0%

51.0%

27.3%

45.5%

41.7%

47.1%

36.4%

34.8%

28.6%

39.4%

27.3%

16.7%

17.6%

45.5%

21.7%

10.2%

21.2%

18.2%

29.2%

29.4%

13.6%

21.7%

4.1%

9.1%

9.1%

8.3%

5.9%

4.5%

8.7%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満
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• 今後も江刺に住み続けたいかという質問に対して、「はい」と回答した人が53.7%と最も多く、「いいえ」と回答した人
は10.0%、「わからない」と回答した人は35.3%となった。

• 年代別では「はい」と回答した人は60代以上の世代で多く、「いいえ」と回答した人は16～29歳の若い世代で最も
多く見られた。

2. 江刺の暮らしやすさ｜今後の居住意向について

全体の調査結果（有効回答：188件 無回答：2件） 年代別内訳割合

53.7%

10.0%

35.3%

1.1%

はい いいえ わからない 無回答

31%

39%

59%

54%

76%

77%

78%

18%

12%

9%

13%

4%

51%

48%

32%

33%

18%

18%

17%

6%

5%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

はい いいえ わからない 無回答
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• 令和3年総合計画/合併検証に関するアンケート調査と比較した。

• 今後も奥州市（今回のアンケートでは江刺）に住み続けたいかについて、 「はい」と回答した人の割合は、R3年から
11.7ポイント減少した。 また、奥州市（今回のアンケートでは江刺）での暮らしの満足度について、「満足」あるい
は「やや満足」と回答した人の割合は、R3年から10.5ポイント減少した。

（参考）R3年奥州市総合計画/合併検証に関するアンケート調査との比較

アンケート対象者（属性）

設問①今後も奥州市に住み続けたいか（R3年）／今後も江刺に住み続けたいか（R6年)

設問②奥州市の暮らしやすさはどうか（R3年）／江刺での暮らしにどの程度満足しているか（R6年)

満足＝暮らしやすい　やや満足＝どちらかといえば暮らしやすい　どちらともいえない

やや不満＝どちらかといえば暮らしにくい　不満＝暮らしにくい

対象者数 年齢 対象者 居住地域

令和3年 3,000人 20代～80代以上 水沢・江刺・前沢・胆沢・衣川

令和6年 500人 16歳～80代以上 江刺（岩屋堂地区）

65.4%

53.7%

5.0%

10.0%

27.2%

35.3%

2.4%

1.1%

令和3年

令和6年

はい いいえ わからない 無回答

はい 829 65.4% 102 53.7%

いいえ 64 5.0% 19 10.0%

わからない 345 27.2% 67 35.3%

無回答 30 2.4% 2 1.1%

合計 1,268 ― 190 ―

今回（令和6年）前回（令和3年）

17.5%

4.2%

38.3%

41.1%

16.0%

28.9%

23.1%

18.9%

4.4%

6.8%

0.6%
令和3年

令和6年

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

満足 222 17.5% 8 4.2%

やや満足 486 38.3% 78 41.1%

どちらともいえない 203 16.0% 55 28.9%

やや不満 293 23.1% 36 18.9%

不満 56 4.4% 13 6.8%

無回答 8 0.6% 0 0.0%

合計 1,268 100.0% 190 100.0%

今回（令和6年）前回（令和3年）
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• 満足度調査と同様に、以下4項目に関しての重要度調査を行った。

• すべての項目において、「重要」あるいは「やや重要」と回答した人が7割以上の結果となった。

2. 江刺の暮らしやすさ｜重要度調査_全体

①生活の利便さ（買い物などがしやすい） ②生活の楽しさ（文化、教養、娯楽などが充実している）

③働きやすさ ④子育てのしやすさ

107

57

11 9 5

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない

71 70

35

7
3

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない

77

61

28

7 4

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない

95

40
31

3
8

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない
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• 年代別では、①生活の利便さについては、全世代で7割以上が「重要」あるいは「やや重要」と回答した。

• ②生活の楽しさ、③働きやすさ、④子育てのしやすさについても、全世代で比較的高い重要度となったが、60代～
80代以上の年代においては、 ①生活の利便さに比べ重要度が若干下がった結果となった。

2. 江刺の暮らしやすさ｜重要度調査_年代別

①生活の利便さ（買い物などがしやすい） ②生活の楽しさ（文化、教養、娯楽などが充実している）

③働きやすさ ④子育てのしやすさ

60.0%

66.7%

45.5%

54.2%

64.7%

50.0%

47.6%

28.0%

30.3%

40.9%

37.5%

23.5%

22.7%

28.6%

2.0%

9.1%

4.2%

11.8%

13.6%

9.5%

8.0%

4.5%

4.2%

9.1%

4.8%

2.0%

3.0%

4.5%

9.5%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない

57.1%

45.5%

27.3%

28.0%

29.4%

14.3%

36.8%

28.6%

45.5%

54.5%

36.0%

41.2%

38.1%

26.3%

6.1%

9.1%

13.6%

32.0%

29.4%

47.6%

15.8%

8.2%

4.5%

10.5%

4.0%

10.5%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない

44.9%

60.6%

27.3%

50.0%

31.3%

22.2%

53.3%

24.5%

36.4%

63.6%

41.7%

43.8%

22.2%

13.3%

18.4%

3.0%

9.1%

8.3%

25.0%

50.0%

6.7%

10.2%

5.6%

6.7%

2.0%

20.0%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない

54.2%

69.7%

45.5%

41.7%

58.8%

44.4%

53.3%

20.8%

21.2%

36.4%

41.7%

11.8%

11.1%

6.7%

16.7%

9.1%

13.6%

8.3%

29.4%

44.4%

13.3%

2.1%

4.2%

6.7%

6.3%

4.5%

4.2%

20.0%

16-29歳

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない
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• 10年後の江刺はどのようなまちになっているとよいか(複数選択可)について、「買い物や食事ができ、便利であ
る」、「子育てがしやすく、若い人がたくさん住んでいる」と回答した人が全体の上位を占め、年代別でもほとんどの世代
で同様の結果となった。

3. 将来の江刺のあるべき姿｜(1)10年後の江刺はどのようなまちになっているとよいか

全体の調査結果（回答数：563件） 年代別の調査結果

(1) 10年後の江刺はどのようなまちになっているとよいか（複数選択式）

※その他には、「子どもと高齢者が暮らしや
すい施設やサービスが整った街」、「現状は
想像できない」などのご意見がありました。

38
25 17 18 14 13

2

16～29歳

28 27 23
9 14 17

0

30代

16 16

7 10
6 6 3

40代

16 18
11 8 9 6

1

50代

9
15 15

10 7 6
0

60代

13 10 12 9 8 5 3

80代以上

134
125

99

74
65

56

10

買い物や食事ができ、便利である

子育てがしやすく、若い人がたくさん住んでいる

新たな産業や働き口が生まれている

市民が様々な文化活動に参加したり、観賞したりできる

地域内外から様々な人が訪れ、賑わいや交流が生まれている

テレワークなど柔軟な働き方ができる

その他

14 14 14
10 7

3 1

70代
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• 生活の便利さを実現するうえでどのような場所があるとよいか(複数選択可)について、「日常的な買い物ができる場
所」、「日常的な食事ができる場所」と回答した人が全体の上位を占め、年代別でもほとんどの世代で同様の結果と
なった。

3. 将来の江刺のあるべき姿｜ (2)10年後の江刺にはどのような場所があるとよいか

全体の調査結果（回答数：462件） 年代別の調査結果

イ) 「生活の便利さ」を実現するうえで、どのような場所があるとよいか（複数選択式）

※その他には、「ファミレス、無料塾、放課後
の子供の居場所、子どもが運動出来る無
料又は低価格の場所」、「現状は想像でき
ない」などのご意見がありました。

35 34
22 18

3

16歳～29歳

29 29
15 14

2

30代

17 17

7 8
2

40代

17 17
11 13

3

50代

13
9 8 6

0

60代

18
13 14 11

1

80代以上

150

134

90

76

12

日常的な買い物ができる場所

日常的な食事ができる場所

地域の農産物や物産を購入できる場所

地域の農産物や物産を食べられる場所

その他（ ）

21 15 13 6 1

70代
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• 生活の楽しさを実現するうえでどのような場所があるとよいか(複数選択可)について、「イベント等が開催される場
所」、「市民が文化的なコンテンツを鑑賞できる場所」、「市民が文化活動に参加したり、体験・学びに参加したりでき
る場所」の順で上位となった。

• 多くの世代で上位3つの回答が拮抗するなか、16～29歳の世代では「イベント等が開催される場所」の回答数が他
項目より多く、全体の順位を押し上げる結果となった。

3. 将来の江刺のあるべき姿｜ (2)10年後の江刺にはどのような場所があるとよいか

全体の調査結果（回答数：392件） 年代別の調査結果

ロ) 「生活の楽しさ」を実現するうえで、どのような場所があるとよいか（複数選択式）

※その他には、「お茶、コーヒー等が楽しめる
場所」、「サークル活動ができるホール」「健
康に関する講習ができる講堂」「高齢者向
けのジム」などのご意見がありました。

35

16 20
10 10

16～29歳

23 21 18
9 3

30代

10
16 12

6 1

40代

12 10 12
5 3

50代

14 12 10 6
0

60代

11
17

11
6

0

80代以上

122

107

95

51

17

イベント等が開催される場所

市民が文化的なコンテンツ（音楽、演劇、美術等）を鑑賞できる場所

市民が文化活動に参加したり、体験・学びに参加したりできる場所

市民が文化活動や体験・学びの成果を発表できる場所

その他（ ）

17 15 12 9
0

70代
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• 働きやすさを実現するうえで、どのような場所があるとよいか(複数回答可)について、「市民が安定して働ける場所を
創出・増加させる場所」が上位の結果となった。

• 16～29歳の若い世代では、「市民がより柔軟な働き方ができる場所」も上位の回答とほぼ同数となっており、働き方
の柔軟さへのニーズ・関心も高いことが伺える。

3. 将来の江刺のあるべき姿｜ (2)10年後の江刺にはどのような場所があるとよいか

全体の調査結果（回答数：287件） 年代別の調査結果

ハ)「働きやすさ」を実現するうえで、どのような場所があるとよいか（複数選択式）

※その他には、「空き家を活用したチャレンジ
ショップ（どんな年代でも新しく挑戦できる仕
組みと助成金)」、「子育ての人でも働ける
場所」などのご意見がありました。

31 28

11
3

16～29歳

25 19 16
4

30代

11 11 7
1

40代

16
7 11

2

50代

14
6 6

0

60代

14
5

10
0

80代以上

126

83

68

10

市民が安定して働ける場所を創出・増加させる場所（企業誘致を実現する工業団地

等）

市民がより柔軟な働き方ができる場所（テレワークができる環境がある等）

新たな産業を生み出す場所

その他（ ）

15

7 7

0

70代
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• 子育てのしやすさを実現するうえでどのような場所があるとよいか(複数選択可)について、「親がこどもを連れて気軽に
遊びに行ける場所」が最も多い回答となった。

• 他項目に比べ、全世代で選択回答数が多く、ニーズ・関心の高い項目であることが伺える結果となった。

3. 将来の江刺のあるべき姿｜ (2)10年後の江刺にはどのような場所があるとよいか

全体の調査結果（回答数：569件） 年代別の調査結果

ニ)「子育てのしやすさ」を実現するうえで、どのような場所があるとよいか（複数選択式）

※その他には、「保育の利用時間が長く、土
日や夜間にも子供を預けられるような場
所」、「小児科や産科があり便利な場所」、
「雨天時、施設の中で遊べる場所」などのご
意見がありました。

38
31

26 27
23

3

16～29歳
30 27 24 28

21

5

30代

18
14

9 9
5 3

40代
17 16

13 11
8 6

50代

14
11 13

8 7

0

60代

11 10 11
8 7

0

80代以上

143

122

108
100

78

18

親がこどもを連れて気軽に遊びに行ける場所

こどもだけで安心して遊んだり、勉強したりできる場所

こどもを預けることができる場所

子育てに必要な用品等を買いに行ける場所

授乳室やおむつ替えスペースなど、乳幼児に配慮した設備のある場所

その他（ ）

15 13 12
9

7

1

70代
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• 10年後の江刺にはどのような場所があるとよいと思うかについて、「生活の利便さ」、「生活の楽しさ」、「働きやすさ」、
「子育てのしやすさ」の4つの分野別で、必要な場を選択（複数回答）してもらった結果、80代以上を除き、すべて
の世代で、子育てのしやすさの実現の回答が最多の結果となった。

3. 将来の江刺のあるべき姿｜ (2)10年後の江刺にはどのような場所があるとよいか(分野別比較)

全体の調査結果（回答数：1,710件） 年代別の調査結果

569

462

392

287

全世代

子育てのしやすさの実現 生活の便利さの実現

生活の楽しさの実現 働きやすさの実現

148
112 91 73

16～29歳
135

89 74 64

30代

58 51 45 30

40代

71 61
42 36

50代

53 36 42 26

60代

57 56 53
29

70代

47 57 45 29

80代

「将来必要と考える場」の分野 16～29歳 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計 割合

子育てのしやすさの実現 148 135 58 71 53 57 47 569 33.3%

生活の便利さの実現 112 89 51 61 36 56 57 462 27.0%

生活の楽しさの実現 91 74 45 42 42 53 45 392 22.9%

働きやすさの実現 73 64 30 36 26 29 29 287 16.8%

合計 424 362 184 210 157 195 178 1,710 100%

(単位：件、%）
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あなたが江刺で暮らすうえで重要だと思うことはなにか

4. 自由記述項目｜①現在の江刺での暮らしについて

項目 属性 内容

小児科・産科
20代・女性・
会社員

 病院（小児科）を増やしてほしい。産婦人科も１つあってほしい。北上や一関まで通うのは大変。

商業・
娯楽施設

30代・男性・
会社員

 娯楽施設が無さ過ぎて、毎回子供を他の市に連れて行かないといけないのが大変。田舎過ぎてつらい。

スポーツ・健康
40代・男性・
会社員

 老若男女が集まって体を動かせる商業施設とかあれば良いと思います。

文化・交流

30代・女性・
会社員

 人と社会とのつながり（子供学習支援や介護予防等の通いの場）

50代・女性・
会社員

 田舎ならではの地域の方と子供たちがもっと関わり合っていけたらと思います。もっと自分の住む町を好きになって
欲しい

70・女性・
無職

 ササラホールがなくなるので娯楽場がなくなるので、見る場所が遠くになるので大変です（お年寄りに楽に行ける
所がほしいです）

※その他、交通・インフラ環境の整備、宿泊施設の充実、飲食店の充実などのご意見がありました。
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10年後の江刺にあるとよいと思う場所はあるか（1/2）

4. 自由記述項目｜②将来の江刺での暮らしについて

項目 属性 必要な場所 内容

子育て

30代・女性・
会社員

室内遊び場
 山梨県にあるような子育て支援センター(室内遊び場)、プールや休日開放される体育
館がほしい。 ※夏場炎天下でも遊べる所

30代・女性・
会社員

利用しやすい保育施設
小児科・産科

 働き先が自由に選べるように、土日や夜間にも子供を預けられる保育施設がほしい。
 新規の受付をしてくれる小児科は、江刺ではいとうファミリークリニックのみ。産科もなく、

2人目はとても考えられません。（移住者）

20代・女性・
会社員

ベビー用品・子ども用品店

 ベビー用品・子ども用品店がほしい。（西松屋やバースデイなど）オムツなどはドラックス
トアで購入できるが、子供服や布団など、子育てに必要な日用品購入のためには、水
沢や北上に行かなければならない。

文化/交流

80代・男性・
無職

芸能承継館・交流施設・
博物館

 芸能承継館、若者交流施設
 江刺に関する昔から現代に関しての博物館的な建物

30代・女性・
会社員

文化会館
 発表会や芸術鑑賞ができる施設。保育所の発表会や学校の行事（芸術鑑賞会
等）での利用が出来なくなるので困るという声も聞きました。

20代・女性・
学生

イベントホール

 ささらホールのような学生の発表の場となるイベントホールがあると、努力する動機づけに
なったり、高齢者の方の憩いの場になったりして、地域の関わりを深められる場所になる
と思います。

商業・娯楽

20代・女性・
会社員

商業施設・飲食店
 商業施設のような子供を連れて気軽に遊びに行ける場所がほしいです。子供たちが自
由に遊べる場所（室内）ママ友たちと気軽に食事できる場所

50代・女性・
会社員

歩いて買い物できる場所
 車の移動だけでなく、歩いて途中で買い物や寄り道が出来るようなお店が増えるとうれ
しいです。

20代・女性・
学生

ナショナルチェーン店
 ドラックストアやコンビニだけでなく、ドン・キホーテやマック、ガストやサイゼリヤなどの有名
店が一つでもあればいいなと思う。
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10年後の江刺にあるとよいと思う場所はあるか（2/2）

4. 自由記述項目｜②将来の江刺での暮らしについて

項目 属性 必要な場所 内容

憩いの場
60代・女性・
自営業

子どもの居場所

 小学生の放課後の居場所が失われている。江刺図書館は子供がうるさくするなどの理
由から出入りできなくなり、今は仕事帰りの親を待つ安全な場所もありません。子供の放
課後の居場所や何らかのスペースがあれば良い。

飲食
20代・女性・
会社員

利用者ニーズに合った
飲食店

 工業団地が栄え、働き手も増えているのに、仕事帰りにご飯を食べに行きたくても江刺に
は食べる所がない。夜勤の方などはそこがネックで、水沢や北上に住んでいる人が多い。

教育
30代・女性・
会社員

語学学習・
国際交流の場

 充実した英会話教育（学習支援金の給付など）、国際交流の充実

医療・介護

20代・男性・
アルバイト

病院、老人ホーム

 江刺に大きな病院があれば良いと思います。

80代・男性・
無職

 医院・病院の存続 老人ホーム等の施設

ビジネス

60代・男性・
農林業 利用用途に応じた

宿泊施設

 ホテル等の宿泊施設

40代・男性・
会社員

 宿泊施設がないので、冠婚葬祭の時など、親戚を泊めるときにあると助かります。

交通・
インフラ

40代・女性・
会社員 利便性のよい交通環境

安心して歩ける通学路

 自動運転バス（水沢駅と江刺間を19時から22時頃まで走るバスが欲しい。今はタク
シーも少なく帰るのに困る）

20代・女性・
学生

 小中学生の通学路の街灯を増やして頂けると安心
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• 「10年後の江刺にはどのような場所があるとよいか」について、様々なご意見をいただきました。

4. 自由記述項目｜②将来の江刺での暮らしについて

• 働き先が自由に選べるように、土日や夜間にも子供を
預けられる保育施設があってほしい。

• 安心して出産・子育てができるように、江刺に産婦人
科・小児科・があってほしい。

• 天候に関係なく子どもを遊ばせられる、室内遊び場（子
育て支援施設）があってほしい。

30代／女性
会社員として働く、子育てママ

• 冠婚葬祭の際に親戚が泊まれるような宿泊施設があっ
てほしい。

40代／男性
会社員

• 車の移動だけでなく、歩いて途中で買い物や寄り道が出
来るようなお店が増えていてほしい。

50代／女性
会社員

• 子どもたちが室内で自由に遊べて、ママ友たちと気軽に
食事できる場所があってほしい。

• ベビー用品・子ども用品が揃うお店が江刺にあってほしい。

20代／女性
会社員として働く、子育てママ

• 小学生が放課後に、親の迎えを待つ安全な居場所が
できていてほしい。

60代／女性
自営業

• 夜間勤務の人が、仕事帰りに江刺で食事ができるよう
な場所があってほしい。

20代／女性
会社員

• ササラホールのような学生の発表の場があってほしい。

20代／女性
学生
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5. まとめ

項目 内容

満足度

生活の利便さについては、全体の56%の人が満足している一方で、生活の楽しさについては、全体の53％の
人が不満を感じており、特に改善が必要な項目と考えられる。

江刺での働きやすさについては、全体の22％の人が満足し、22％の人が不満を感じている。働いている現役世
代においても、「どちらともいえない」と回答している人も多く、江刺で働くことにメリット・デメリットの両方を感じている
ものと思われ、デメリットの部分について改善していく必要がある。

子育てのしやすさにおける満足度については、全体の27%の人が満足し、全体の20%の人が不満を感じてい
る。しかし子育て世代の中心となる30代～40代においては、満足している人は2割程度で、3割程度の人が不
満を感じており、全体平均とは反対に不満を感じている人が多い。子育て世代の声を反映した施策の取り組み
が必要である。

重要度

生活の利便さ、生活の楽しさ、働きやすさ、子育てのしやすさのすべての項目において、全体の7割以上の人が
重要と感じている。

生活の楽しさ、働きやすさ、子育てのしやすさに関しては、60代～80代以上の年代においては、 生活の利便さ
に比べ重要度が下がっている。

過年度調査結果
との比較

今後も江刺（R3年は奥州市）に住み続けたいかについて、 「はい」と回答した人の割合は、R3年から11.7ポ
イント減少した。

江刺での暮らし（R3年は奥州市）の満足度について、満足に感じている人の割合は、R3年から10.5ポイント
減少した。

10年後の江刺に
必要な場所

室内遊び場、利用しやすい保育施設(長時間、土日)、新たな小児科・産科、ベビー用品・子ども用品店など、
子育て環境を充実させる場所が必要であるとの意見が多く見られた。

芸術鑑賞や学生の文化活動の発表の場・交流の場所が必要であるとの意見が見られた。
子供達を気軽に遊びに連れていける場所や、ママ友たちと気軽にご飯を食べに行く場所など、商業・飲食・娯楽
機能を持つ場所が必要であるとの意見が多く見られた。

放課後の子供の居場所(友達と過ごす場所)や仕事帰りの親を待つ安全な場所がないため、子どもが学校帰り
に過ごす居場所や家族を待つ場所が必要であるとの意見が見られた。


